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新潟県村上市

森林の集積・集約化

森林所有者と林業経営者を繋ぐシステムの構築に向けて

森林環境譲与税の取組事例集（令和２年10月）

団体の属性 一般市
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□ 事業内容
１ 森林所有者への意向調査（地域林業活性化事業）

• 経営管理が行われていない森林における森林所有者に対して、新たな
森林管理システムと森林環境譲与税に関する説明会を開催し、経営管
理意向調査を実施。

【事 業 費】5,808千円（うち譲与税5,808千円）

【実 績】意向調査実施面積 959ha 

集積計画策定面積 23ha

２ 林業振興一般

• 森林整備に向けた森林・林業への理解促進を図る取り組みの実施。

【事 業 費】809千円（うち譲与税809千円）

【実 績】林業振興祭参加者 325名

木製玩具配布 28園（市内幼稚園、保育園、学童保育所）

➢ 村上市は新潟県内における素材生産量の３～４割を占める林業地であり、更なる林業の成長産業化を図るため、森林環境譲与税を活

用して、森林所有者に意向調査を実施し経営管理権集積計画の策定を進め、林業経営者への森林管理の集積・集約化を促進することで

森林資源の活用を進めることとしている。

➢ 令和元年度は、以下の森林整備を進める準備としての意向調査や森林や木材への親しみを深めるための事業を主に実施している。

• 市内私有林人工林959haの意向調査に取り組み(全体計画約1万ha)、23haの経営管理権集積計画を策定した。令和２年度は、この調査

結果をもとに更なる経営管理権集積計画の策定や既存の森林経営計画への取り込みの斡旋を図っていく予定。

• 森林や林業、木材への親しみを深めるため、林業祭による普及啓発活動や幼稚園等28園に対して市産材木製玩具を配布した。

新潟県 村上市（森林所有者と林業経営者を繋ぐシステムの構築に向けて）森林整備

①令和元年度譲与額 34,150千円

②私有林人工林面積（※１） 15,086ha

③林野率（※２） 79.4％

④人口（※３） 62,442人

⑤林業就業者数（※４） 191人

（事業１：意向調査説明会） （事業２：林業振興祭）

□ 事業スキーム

１ 意向調査

村上市 協議会 森林所有者

□ 工夫・留意した点
• 村上地域の林業・木材産業事業体の集まった既存の協議会
（新潟北部地域林業振興協議会）に意向調査等を委託するこ
とで関係団体とも情報共有・連携しながら対応した。

• 意向調査の実施にあたっては合併前の旧市町村単位で説明会
を開催し、新たな森林経営管理制度の周知を図りながら取組
を進めた。

委託 意向調査

◇ 基礎データ

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」

※２：「2015農林業センサス」 ※３，４：「H27年国勢調査」 50


